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実践事例Ⅱ 学習指導計画編_1 
 

 
 
 
 
 

１ 単元の目標 

(1) 意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。 

 〔知識及び技能〕(2)ア 

(2) 目的や場面に応じて、異なる立場や考えを想定しながら集めた材料を整理し、伝え合う内容を検討す

ることができる。                     〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ(1)ア 

(3) 互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ(1)オ 

(4) 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思いや

考えを伝え合おうとする。                    「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ 本単元における言語活動 

討論をする。（関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ(2)イ） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①意見と根拠、具体と抽象など情

報と情報との関係について理

解している。（(2)ア） 

①「話すこと・聞くこと」におい

て、目的や場面に応じて、異な

る立場や考えを想定しながら

集めた材料を整理し、伝え合う

内容を検討している。（Ａ(1)

ア） 

②「話すこと・聞くこと」におい

て、互いの立場や考えを尊重し

ながら話し合い、結論を導くた

めに考えをまとめている。（Ａ

(1)オ） 

①進んで互いの立場や考えを尊

重し、学習の見通しをもって討

論しようとしている。 

 

４ 指導と評価の計画（全５時間） 

時 主な学習活動 評価する内容 評価方法 

１ ○学習の見通しをもつ。 

○討論のテーマを知り、それぞれの立場における意

見の根拠となる情報を収集する。 

  

２ ○討論のテーマについて、チーム内の役割（意見・質

疑・反論）において発言する内容を検討する。 

［知識・技能］① 

［思考･判断･表現］① 

ワークシート 

ワークシート 

３ 

４ 

○テーマごとに立場をローテーションしながら討

論をする。 

○討論を振り返り、再度討論をするとした場合に発

言する内容を検討する（「リトライタイム」）。 

［思考･判断･表現］② 

［主体的に学習に取り

組む態度］① 

観察・ワークシート 

観察・ワークシート 

５ ○討論を通して学習したことを振り返る。 

○単元全体の学習の振り返りをする。 
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実践事例Ⅱ 学習指導計画編_2 
 

【単元の流れ】 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

 

○学習の見通しをもつ。 

 

 

○討論のテーマを知り、それぞれの

立場における意見の根拠となる情

報を収集する。 

テーマ①：中学生にスマートフォ

ンは必要か 

テーマ②：中学校に宿題は必要か 

テーマ③：中学校に定期試験は必

要か 

・単元の目標や、討論をしている様子

の動画を示すことで、学習の見通し

をもつことができるようにする。 

・討論のテーマや、テーマごとに肯

定・否定・審判の中でどの立場に

立つのかを確認する。また、ワー

クシートを配付することで、意見

の根拠となる情報を収集し、整理

できるようにする。 

・討論をしている様子の動画では、

どのような情報が根拠として示

されていたか想起するように促

す。このことで、意見の根拠とし

て、客観的で信頼性の高い情報を

収集できるようにする。 

・テーマごとの、チーム内の役割

（意見・質疑・反論）を決めるよ

うに伝える。 

 

２ ○討論のテーマについて、チーム内

の役割（意見・質疑・反論）におい

て発言する内容を検討する。 

・異なる立場の意見や反論などを想

定するように促すことで、収集し

た情報を基に、各役割における発

言する内容を検討することができ

るようにする。 

・討論をしている様子の動画では、

どのように根拠が示されていたか

を想起するように促す。このこと

で、根拠がどのように意見を支え

るのかを明確にすることや、根拠

を複数示すことが、意見の説得力

を高めることにつながることに気

付くことができるようにする。 

 

 

 

３ 

４ 

○テーマごとに立場をローテーショ

ンしながら討論をする。 

 

 

 

 

 テーマ① テーマ② テーマ③ 

Ａ 肯定 審判 否定 

Ｂ 否定 肯定 審判 

Ｃ 審判 否定 肯定 

・テーマごとにチーム内の役割や討

論の流れを確認するように伝える

ことで、発言するタイミングや内

容について把握した上で討論に臨

むことができるようにする。 

・単元の目標や討論をする上での留

意点を確認することで、互いの立

場や意見を尊重しながら討論を進

めることや、結論を導くために意

見をまとめることを意識できるよ

うにする。 

 

［思考･判断･表現］① 

ワークシート 

・ここでは、テーマにつ
いて多角的に吟味し
て、異なる立場の意見
や反論などを想定し
た上で、討論で発言す
る内容を検討してい
るか確認する。 

［知識・技能］① 

ワークシート 

・ここでは、ワークシー
トに、発言する内容と
して、意見とそれを裏
付ける根拠を記入し
ているかを確認する。 

［思考･判断･表現］② 

観察・ワークシート 

・ここでは、相手の意見

の背景を吟味したり、

互いの発言の共通点

や相違点、論点を踏ま

えたりしながら討論

を進め、結論に向けて

考えをまとめている

かを確認する。 
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実践事例Ⅱ 学習指導計画編_3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○討論を振り返り、再度討論すると

した場合に発言する内容を検討す

る（「リトライタイム」）。 

 

【討論をする上での留意点】 

・相手の意見の根拠に注意して聞

き、意見の背景を吟味する 

・互いの発言の共通点や相違点、

論点を明確にする 

・論点が大きくずれたり、時間を大

幅に超過したりするなど、進行す

る上で問題が生じた場合は、討論

を中断し、円滑に討論が進まない

原因を考えるように促す。このこ

とで、原因を把握し、解決に向けて

どのように発言するべきか考える

ことができるようにする。 

・全てのテーマで討論をしたあと、

「リトライタイム」として、各討論

を振り返り、「もし、同じテーマや

立場、役割でもう一度発言すると

したら、どのような内容にするか」

「もし、異なる立場や役割で発言

するとしたら、どのような内容に

するか」の２つの課題に取り組む

ように促す。このことで、討論で学

習したことを生かしながら、再度、

発言する内容について考えること

ができるようにする。 

５ ○討論を通して学習したことを振り

返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○単元全体の学習の振り返りをす

る。 

・討論や「リトライタイム」で考え

た発言する内容について、なぜそ

のように発言するのか、理由を記

述するように伝える。このこと

で、互いの立場や意見を尊重しな

がら討論を進め、結論を導くため

に考えをまとめるためには、意見

の背景を吟味したり、互いの発言

の共通点や相違点、論点を踏まえ

て発言したりするなどことが重

要であることに気付くことがで

きるようにする。 

・以下の振り返りの視点を確認し、学

習計画表に記述するように伝える。  

【振り返りの視点】 

・今回の単元で身に付いた力 

・身に付いた力を生かすことがで

きるような場面 

 

 

［主体的に学習に取り

組む態度］① 

観察・ワークシート 

・ここでは、相手の意見
の背景を吟味したり、
互いの発言の共通点
や相違点、論点を踏ま
えたりしながら討論
を進め、結論に向けて
考えをまとめようと
しているかを確認す
る。 

※本評価は第５時の振
り返りの記述と合わ
せて評価する。 


